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防犯しが防犯しが－5

「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり県民大会「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり県民大会「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり県民大会

　県内の刑法犯認知件数は、昨年（令和７年）が 8,669 件と４年連続して増加しており、本年は
７月末現在で 5,331 件（前年同期比＋515件）とさらに増加傾向に歯止めがかからない状況となっ
ています。
　増加している主な要因は特殊詐欺の増加で、本年７月末の被害額はすでに約 31億 4,000 万円と
なっており、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺、ニセ警察詐欺がそのほとんどを占めています。また、
県内でも少年を実行犯としたトクリュウとみられる強盗致傷事件が発生しているほか、空き巣や車
上ねらいが増加し、ストーカー事案、声掛け事案なども後を絶ちません。
　こういった情勢の中、安全安心を実感できる社会を実現していくためには、特殊詐欺の被害防止、
地域防犯力の強化及び犯罪に加担させないための対策を社会全体で推進するとともに、防犯ボラン
ティアをはじめ地域住民、事業者、自治体及び警察が緊密に連携し、自主防犯活動の一層の推進を
図ることが重要です。

全国地域安全運動の実施全国地域安全運動の実施
みんなでつくろう安心の街

10月11日（日）～10月20日（火）まで10月11日（日）～10月20日（火）まで

【運動の全国重点】

★犯罪に加担させないための対策
★特殊詐欺の被害防止　★地域防犯力の強化

【滋賀県の重点】

★侵入窃盗の被害防止

と　き　　１０月３日（土） 午後０時３０分開場 午後１時３０分開演
ところ　　能登川コミュニティセンター（東近江市躰光寺町２６２番地）
　　　　　第１部　防犯功労者・団体の表彰
　　　　　第２部　県警・防犯設備士協会による防犯講演と防犯機器の実演

「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり実践県民会議、東近江市、滋賀県警察
（公社）滋賀県防犯協会の共同で開催いたします。今年は第２部で「闇バイトなどの強盗対策」を
中心とした講演や防犯機器の実演などを予定しております。入場無料ですので気軽にご参加くだ
さい。参加者には記念品もご用意しています。

※掲載広告の企業・団体様は当協会の賛助会員です。当協会賛助会員の皆様に広告（有料）を募集しています。
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（４） 防　　犯　　し　　が 2026年9月

まちの安全・安心を守る地域の活動まちの安全・安心を守る地域の活動

市役所１階に「特殊詐欺対策
サポート窓口を設置しました」 日野町防犯自治会総会を開催6 月 9 日（ロックの日）に栗東市役所

にて、施錠についての啓発活動を実施

米原市役所庁舎内で警察官が特殊詐欺対策
アプリなどを紹介し、被害防止を呼びかけ

市役所窓口に設置されているデジタル
サイネージにより啓発を行いました！特殊詐欺被害防止啓発活動実施

日野町

米原市 高島市

こなん市

東近江・愛知地区

草津栗東

△ 防犯設備士による講演「ホームセキュリティ対策」 △ 防犯ガラスの耐久実演



（2） 防　　犯　　し　　が 2026年９月 2026年９月 （3）防　　犯　　し　　が

　令和８年７月 28 日（火）、大津市の勤労福祉センターにおいて、県内の防犯ボランティア
など約 80 名参加のもと「滋賀県防犯ボランティア研修会」を開催しました。冒頭では、警
察本部の石居首席参事官が「滋賀県の犯罪情勢」と題して、特殊詐欺の激増とその被害状況、
13 種類の手口の特徴、被害分析などについての説明をしました。また、メインの防犯講演の
あとに、トクまも運動（滋賀県トクリュウからみんなを守る県民運動）を地域に呼びかける
活動のお願いがありました。
　今回の研修会の中心として、
　桃山学院大学人間教育学部の木村佐枝子教授による防犯講演
　「地域を守り、自分を守るための予防的防犯アクション～気づく・とまる・つなぐ～」
を行いました。

桃山学院大学人間教育学部・教授・博士（人間文化学）
臨床心理士・公認心理師・社会福祉士
主な研究業績として、著書に「大学と社会貢献」「ボランティア解
体新書」や「SDGｓ時代の社会貢献活動」論文に「地域連携型防
犯ボランティア活動の意識の変化に関する研究」「闇バイト予防教
材開発に関する基礎研究」などがあります。

　教授からは、パワーポイントのスライドを映しながら
○「防犯アクション」とは、犯罪被害を防ぐために一人ひとり
　や地域が行う具体的な行動のことである。

○防犯アクションをわかっているのにやらない心理は、「被害は他人事」にしたり、将来の利
　益より今の負担を大きく感じる傾向にある。
○誰もが犯罪に巻き込まれる可能性があり、安全安心な社会を作るためには「気づく・とまる・
　つなぐ」を生活習慣化にする必要がある。
○「気づく」とはリスクを自分事として考えること。ニセ警察官詐欺では警察官を見かけたら
　ビビる心理、ＳＮＳ型投資詐欺では「限定」に弱い人の心理、ＳＮＳ型ロマンス詐欺では会っ
　たこともない人にお金を渡してしまう心理が特殊詐欺に利用されている。
○「とまる」とは、「すぐに返事をしない」「断る準備をしておく」という回避行動を習得する
　こと。日本人は特に「対人調和」を重視する傾向があるので、警察庁推奨アプリや県警の
　防犯アプリなどを活用することが重要。
○「つなぐ」とは、困ったときに助けを求める／助ける
　意識を持つことであり、「助けて」が言えない心理を
　理解して声をかけたり、警察の相談電話（＃9110）
　を活用するなど防犯ボランティアが地域の核となっ
　て「気づく・とまる・つなぐ」を生活習慣化してほ
　しい
とのお話があり、参加者は全員が真剣に聞き入ってい
ました。

滋賀県防犯ボランティア研修会の開催

　当協会では、地域安全の日（毎月20日）に合わせて、高齢者向けの防犯教室（出前講座）
を実施しています。
　地域からのご要望をいただき、７月４日（土）は日野町の別所集会所で開催された「七

夕会」に集まられた約 20 名の皆様に、７月
18 日（土）は野洲市総合防災センターで開催
された「守山野洲防犯自治会防犯研修会」に集
まられた約 150 名の皆様にパワーポイントを
使用した防犯講演を実施しました。
　テーマは「広げようトクまも運動」として、
トクリュウ犯罪（特殊詐欺等）の現状、トクま
も運動の説明や効果について直接お伝えすると
ともに、希望された皆様にその場で詐欺対策ア
プリをダウンロードしていただきました。

　滋賀県防犯協会と滋賀県自転車防犯協会は、各地域の夏祭りなどの啓発に活用する
目的で、トクリュウ対策をモチーフにした防犯うちわ 6,000 本を作成しました。
　滋賀県では、特殊詐欺が激増している状況にあり、トクリュウ対策として、「①詐
欺電話をブロック、②家族や友人に対策を広めよう」を重点としたトクまも運動（滋
賀県トクリュウからみんなを守る県民運動）を展開しております。
　これを一人でも多くの県民に周知し実践し
ていただくため、うちわの表面には「トクま
も運動」のポイント、裏面には「防犯の８項
目」を掲載し、各市町の防犯自治会（協会）、
県警に配付いたしました。各種イベントを通
じて参加者などが防犯うちわを扇いで、みん
なの力でトクリュウを追い出せることに期待
を込めております。

トクリュウ対策などをモチーフにした防犯うちわの作成配付トクリュウ対策などをモチーフにした防犯うちわの作成配付トクリュウ対策などをモチーフにした防犯うちわの作成配付

木村　佐枝子氏

【講師プロフィール】

７月に県内２カ所で防犯講演（出前講座）を実施７月に県内２カ所で防犯講演（出前講座）を実施

△ 日野町別所集会所「七夕会」での
　 防犯講演の様子

△ 野洲市総合防災センター「守山野洲防犯
　 自治会防犯研修会」での防犯講演の様子

△ 参加者の皆様に詐欺対策アプリを
　 ダウンロードしていただく様子
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「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり実践県民会議、東近江市、滋賀県警察
（公社）滋賀県防犯協会の共同で開催いたします。今年は第２部で「闇バイトなどの強盗対策」を
中心とした講演や防犯機器の実演などを予定しております。入場無料ですので気軽にご参加くだ
さい。参加者には記念品もご用意しています。

※掲載広告の企業・団体様は当協会の賛助会員です。当協会賛助会員の皆様に広告（有料）を募集しています。

◆
（
公
社
）
滋
賀
県
防
犯
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
最
新
の
防
犯
情
報
・
活
動
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

（４） 防　　犯　　し　　が 2026年9月

まちの安全・安心を守る地域の活動まちの安全・安心を守る地域の活動

市役所１階に「特殊詐欺対策
サポート窓口を設置しました」 日野町防犯自治会総会を開催6 月 9 日（ロックの日）に栗東市役所

にて、施錠についての啓発活動を実施

米原市役所庁舎内で警察官が特殊詐欺対策
アプリなどを紹介し、被害防止を呼びかけ

市役所窓口に設置されているデジタル
サイネージにより啓発を行いました！特殊詐欺被害防止啓発活動実施

日野町

米原市 高島市

こなん市

東近江・愛知地区

草津栗東

△ 防犯設備士による講演「ホームセキュリティ対策」 △ 防犯ガラスの耐久実演


